
参考資料８ 2019年度各大会枠数

日本学生卓球連盟事業実施細則

第8条　　全日本大学総合・団体の部、全日本大学総合・個人の部の枠数決定方法(登録人数比例枠数）

　　　　　　１．基本総枠数
　　　　　　　無条件出場を除いた全日本大学総合・団体の部、全日本大学総合・個人の部の出場枠数を
　　　　　　　決定する。なお、基本総枠数は下の表の通りである。

男 女
　　　　　　全日本大学総合・団体の部 40 40
　　　　　　全日本大学総合・個人の部（S) 200 150
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D) 100 75

　　　　　　２．指数算出
　　　　　　　前年度日学連男女各総登録人数(男女各総加盟校数）を各大会基本総枠数で割り、
　　　　　　　指数を算出する。但し、この場合小数点第３位を四捨五入して小数点第２位を算出し
　　　　　　　それを指数とする。
　　　　　　　前年度日学連男女各総登録人数(男女各総加盟校数）÷各大会基本総枠数＝指数

平成30年度登録数
学連名 加盟校数 男　子 女　子 登録人数 男　子 女　子
北海道 40 23 17 371 308 63
東　北 48 28 20 532 401 131
北信越 35 18 17 458 348 110
関　東 161 87 74 2,392 1,799 593
東　海 56 28 28 830 591 239
関　西 90 48 42 1,185 843 342
中　国 49 28 21 494 371 123
四　国 17 9 8 210 161 49
九　州 51 28 23 615 472 143
合　計 547 297 250 7,087 5,294 1,793

各大会指数　
男　子 女　子

インカレ 7.43 6.25
全日学S 26.47 11.95
全日学D 52.94 23.91

　　　　　　３．各学連枠数の算出
　　　　　　　前年度各学連男女各登録人数（男女各加盟校数）を指数で割る。この場合も、小数点
　　　　　　　第３位を四捨五入して小数点第２位を算出し、それを各学連枠数とする。

　　　　　　４．前年度全日本大学総合・個人の部ランキング半数分の上乗せ
　　　　　　　前年度全日本大学総合卓球選手権大会・個人の部において各学連からランキング入りした
　　　　　　　人数、又は組数の半数分（シングルス・ダブルス別に）を「３．各学連枠数の算出」で算出した
　　　　　　　全日本学生の値に上乗せする。



各学連枠数
学連名 インカレ男子インカレ女子
北海道 3.10 2.72
東　北 3.77 3.20
北信越 2.42 2.72
関　東 11.71 11.84
東　海 3.77 4.48
関　西 6.46 6.72
中　国 3.77 3.36
四　国 1.21 1.28
九　州 3.77 3.68

学連名 全日学男S ランク半数 合計 全日学女S ランク半数 合計
北海道 11.64 11.64 5.27 5.27
東　北 15.15 15.15 10.96 10.96
北信越 13.15 13.15 9.21 9.21
関　東 67.96 6.0 73.96 49.62 7.0 56.62
東　海 22.33 1.5 23.83 20.00 0.5 20.50
関　西 31.85 0.5 32.35 28.62 0.5 29.12
中　国 14.02 14.02 10.29 10.29
四　国 6.08 6.08 4.10 4.10
九　州 17.83 17.83 11.97 11.97

学連名 全日学男D ランク半数 合計 全日学女D ランク半数 合計
北海道 5.82 5.82 2.63 2.63
東　北 7.57 7.57 5.48 5.48
北信越 6.57 6.57 4.60 4.60
関　東 33.98 3.0 36.98 24.80 3.0 27.80
東　海 11.16 1.0 12.16 10.00 1.0 11.00
関　西 15.92 15.92 14.30 14.30
中　国 7.01 7.01 5.14 5.14
四　国 3.04 3.04 2.05 2.05
九　州 8.92 8.92 5.98 5.98

５．各学連の最低枠数
　各学連の最低枠数は、全日本大学総合・団体の部は男女各２、全日本大学総合・
　個人の部は、シングルス男女各４・ダブルス男女各２以上とする。

６．各学連の枠数最大減少幅
　全日本大学総合・個人の部における各学連の枠数は、前年度よりシングルス男女各４・
　ダブルス男女各２以上減少することはない。

７．小数点の調整
　全日本大学総合・団体の部については、小数点の上位から優先する。
　全日本大学総合・個人の部については、常任幹事会で検討し理事会の承認を得る。



●全日本大学総合・団体の部、枠数

①２ページのインカレの枠数を小数点第１位を四捨五入して整数化する。（表１）
②「５．各学連の最小枠数」の規定により、四国の男女枠数を「１」→「２」とする。
③合計を４０にするため､男子の関東・11.71を切り下げして「12」→「11」とする。
　同様に､女子の九州・3.68を切り下げして「4」→「3」とする。（表２）

表１ 表２
学連名 インカレ男 インカレ女 学連名 インカレ男 インカレ女
北海道 3 3 北海道 3 3
東  北 4 3 東  北 4 3
北信越 2 3 北信越 2 3
関  東 12 12 関  東 11 12
東  海 4 4 東  海 4 4
関  西 6 7 関  西 6 7
中  国 4 3 中  国 4 3
四  国 1 1 四  国 2 2
九  州 4 4 九  州 4 3
合  計 40 40 合  計 40 40

　　　　　　　　参考資料（前年度枠数）
各学連 男子 女子
北海道 3 2
東　北 4 3
北信越 2 2
関　東 11 12
東　海 4 4
関　西 6 7
中　国 4 4
四　国 2 2
九　州 4 4
合　計 40 40



●全日本大学総合・個人の部、枠数

　①２ページの全日学の枠数を小数点第１位を四捨五入して整数化する。

　②最終的には常任幹事会・理事会の承認を得て決定する。

学連名 全日学男Ｓ 全日学男Ｄ 全日学女Ｓ 全日学女Ｄ
北海道 12 6 5 3
東  北 15 8 11 5
北信越 13 7 9 5
関  東 74 37 57 28
東  海 24 12 21 11
関  西 32 16 29 14
中  国 14 7 10 5
四  国 6 3 4 2
九  州 18 9 12 6
合  計 208 105 158 79

　
　　　　　　　参考資料（前年度枠数）

学連名 全日学男Ｓ 全日学男Ｄ 全日学女Ｓ 全日学女Ｄ
北海道 12 6 5 2
東  北 16 8 11 6
北信越 14 7 9 5
関  東 75 38 57 29
東  海 24 12 20 10
関  西 29 15 30 14
中  国 15 8 10 5
四  国 6 3 5 2
九  州 16 8 12 6
合  計 207 105 159 79



2019年度各大会枠数
　　インカレ 　　　　　　全日本学生
男　子 女　子 男子S 男子D 女子S 女子D

北海道 3 3 12 6 5 3

東　北 4 3 15 8 11 5

北信越 2 3 13 7 9 5

関　東 11 12 74 37 57 28

東　海 4 4 24 12 21 11

関　西 6 7 32 16 29 14

中　国 4 3 14 7 10 5

四　国 2 2 6 3 4 2

九　州 4 3 18 9 12 6

合　計 40 40 208 105 158 79

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※無条件出場は、この枠数に含めない。

2019・インカレ無条件出場校　（H30インカレランク校）
男子　8校 専修大 明治大 愛知工業大 筑波大

中央大 早稲田大 法政大 埼玉工業大
女子　8校 早稲田大 中央大 神戸松蔭女子大 日本大

青山学院大 愛知工業大 大正大 國學院大


